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新型コ ロナウイルス感染症の影響により ， 本要項の記載内容に変更が生じ た場合は，

人文社会学部ホームページ（ http://www.hs.u-ryukyu.ac.jp/）でお知らせし ますので，

随時確認し てく ださ い。  
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  [出願所定用紙]  

 

●災害等によ り 被災し た志願者の検定料に関する特例措置について（ 出願所定用紙参照）  

●試験会場案内図                                      

●試験場案内図 

                                      

 受験に関する問い合わせ先及び学生募集要項等請求先 

 琉球大学人文社会学部 学務係 

 〒903―0213 沖縄県中頭郡西原町字千原１ 番地 

 TE L  098―895―8188（ 直通）  FAX  098―895―8187 

 E -mai l  hbgakm u@acs.u-ryukyu .ac.jp 

 琉球大学人文社会科学研究科ホームページ http://www.l l .u-ryukyu .ac.jp/graduates/ 

 琉球大学入試情報 http://www.u-ryukyu .ac.jp/adm issions/ 

 

 

注： 大学院人文社会科学研究科（ 博士後期課程） 学生募集要項の郵送を 希望する場合は， 封筒の表に  

『 大学院人文社会科学研究科学生募集要項請求』 と 朱書き し ,送付先を 明記し たレ タ ーパッ ク ラ イ ト  

（ ３ ７ ０ 円） を 同封し て請求し てく ださ い。  
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入学者受入方針（ アド ミ ッ ショ ン・ ポリ シー）  

 

【 博士後期課程】  

  

比較地域文化専攻 

 比較地域文化専攻は， 従来型の研究者の養成のみを目指すのではなく ， 高度専門職業人養成

を基本と する専攻です。 学問的倫理と 実践的課題の調和を図り ， 高度の理論と 実践的能力を兼

ね備えた人材を養成するこ と が目的です。 こ の目的のために，  留学生， 社会人を含め， 本専

攻の学生には高度の専門的知識に加え， 下に示し たよう な， 高度の調査能力， 分析研究能力，

応用能力等， 総合的な能力が求められます。  

１ ）  地域の現実的・ 実践的課題を学問的理論の応用によって解析し ，  解決の方法を導き出し

ていく 能力。  

２ ）  特定の分野の専門家と し てだけでなく ，  琉球・ 沖縄と 世界各地と をつなぐ具体的な課題

について多角的な視点から解明し ていく 能力。  
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専 攻 案 内 

 

１ ． 目  的 

  本専攻は， 本学及び本研究科に蓄積さ れている豊富な実績を最大限に生かし た教育研究を行い，

広い視野と 国際感覚， 地域社会や国際社会で活躍できる高度な専門的能力と 総合的判断力を備え

た研究者及び専門職業人の養成を目指し ます。  

 
 
２ ． 組織と 特徴 

本専攻は，「 琉球・ 沖縄」，「 アジア」，「 太平洋地域」「 比較」 をキーワード に， 沖縄と 周辺諸地 

域と の関連性の解明と 比較研究を行う 各分野で構成さ れる博士後期課程です。 本専攻の目的に従

っ て，こ と ばと 相互行為，アメ リ カマイ ノ リ ティ 文学，アジア文化人類学，アジア物質交流史論，

沖縄近現代文学， 環境思想， 近現代沖縄史学， 島嶼空間システム， 島嶼観光経済, 島嶼環境経済,

政治学， 特定言語研究（ 以上， 博士論文指導教員担当分野） を中心に， さ ら にアジア社会学, ア

ジア国際関係史， 批判的談話研究, アメ リ カ 太平洋史などの分野に関わる科目を提供し ます。  

本専攻は， アジア太平洋地域の知の交流拠点と し て， 地域性と 普遍性を踏まえた新し い研究の

パラダイムを構築し ， その成果を沖縄から 世界へ発信するも のです。  

 

 

３ ． 修業年限  3 年 

 

 

４ ． 履修方法 

( 1)  3 年間で博士の学位が取得できるよう ，「 比較地域文化総合演習（ 8 単位）」 と 「 比較地域文

化特別研究（ 8 単位）」 の二つの必修科目を中心に， 選択科目（ 8 単位以上） と 併せて計 24 単

位を段階的， 計画的に履修する。「 総合演習」 は総合的学際的な視野にたっ て教育研究し ， 高

度の専門職業に携わる能力を涵養でき るよう 主指導教員と 副指導教員を中心と する複数の教

員があたる集団指導体制の科目です。「 特別研究」 は， 主指導教員と 副指導教員を中心に実施

する科目で， 研究内容が該当する国内外の学会などでその評価に耐え得るよう ， 又は， 該当

する分野・ 業種で極めて有効な内容になるよう 学期毎， 年度毎に段階的に指導でき るよう 編

成さ れています。 いずれも 複数指導教員制， 集団指導体制による科目を中心にし た科目編成

です。  

 ( 2)  社会人特別入試制度により 入学し た者（ 社会人） の履修上の便宜を図るための履修方法は

以下により ます。  

① 通常の時間帯のほか， 特例による授業時間帯をも う け， 3 年間の全期間にわたっ て， 特例

による授業時間帯において課程修了に必要な単位を履修できます。  

② 特例による授業時間帯は， 原則と し て夜間の第 6， 7 時限（ 18 時～21 時 10 分） に設定し

ます。 場合によっ ては， 土曜日及び特定の時期に設定するこ と も あり ます。  
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( 3)  社会人学生以外の一般学生及び外国人留学生で， 指導教員が必要と 認めたも のについても ，

上記特例に基づいて開講さ れる授業科目を履修し ， 課程修了に必要な単位に含めるこ と がで

き ます。  

 

 

５ ． 長期履修制度について 

職業を有し ている等の事情により ， 標準修業年限で修了するこ と が困難である学生を対象に，

標準修業年限を超えて一定の期間にわたり 計画的に教育課程を履修さ せて学位の取得ができ る

よう にする制度です。 申請に基づき， 研究科が審査し ， 最長 6 年間の修業年限で在学し ， 計画的

に課程を修了するこ と になり ます。  

なお， 長期履修学生と し て認めら れた期間の授業料は， 標準修業年限の 3 年間（ 6 学期） の総

額を在学学期で除し た額を分割し て支払う こ と になり ます。  

本制度を希望する学生は， 事前に希望指導教員に長期履修の必要性を説明し ， 履修計画を相談

し た後， 承諾を得て入学手続期間内に申請し てく ださ い。  

 

 

６ ． 個人情報の取扱い 

本学が入学者選抜を通じ て取得し た個人情報については， 入学者選抜で利用するほか， 次のと

おり 利用し ます。  

( 1)  合格者の氏名等を入学手続きに関わる業務で利用し ます。  

( 2)  入学手続者の氏名等を入学後の学籍管理など， 修学に係わる業務で利用し ます。  

( 3)  入学手続者及び学資負担者の住所･氏名等を 授業料徴収など納入金管理に係わる業務で利

用し ます。  

( 4)  入学者選抜で取得し た成績等の個人情報を，入学料免除・ 授業料免除及び奨学生選考など，

修学支援に係わる業務で利用し ます。  

( 5)  個人が特定できないよう に統計処理し たデータ を， 入学者選抜に関する調査・ 研究などに

利用し ます。  

 

＊ 本学が取得し た個人情報は，「 個人情報の保護に関する法律」 第１ ８ 条， 第２ ７ 条及び第２ ８

条に規定さ れている場合を除き， 出願者の同意を得るこ と なく 他の目的で利用， または第三者に

提供するこ と はあり ません。  
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令和 6 年度琉球大学大学院人文社会科学研究科 
比較地域文化専攻（ 博士後期課程） 学生募集要項 

 

 

 令和 6 年度琉球大学大学院人文社会科学研究科比較地域文化専攻（ 博士後期課程） 学生

を， 次のと おり 募集し ます。  

 

１ ． 募集人員 

比較地域文化専攻  ４ 名（ 社会人及び外国人留学生を含む）   

 

 

２ ． 出願資格 
《 Ａ ． 一般選抜》  

   次の各号のいずれかに該当する者 

( 1)  修士の学位又は専門職学位を有する者若し く は令和 6 年 3 月までに学位を授与さ れる見

込みの者 （ 1 年次修了者も 含む）   

( 2)  外国において，修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与さ れた者若し く は令和 6

年 3 月までに学位を授与さ れる見込みの者 

( 3)  外国の学校が行う 通信教育における授業科目を我が国において履修し ， 修士の学位又は

専門職単位に相当する学位を授与さ れた者， 若し く は令和 6 年 3 月までに学位を授与さ れ

る見込みの者 

( 4)  我が国において， 外国の大学院の課程を有するも のと し て当該外国の学校教育制度にお

いて位置付けら れた教育施設であっ て， 文部科学大臣が別に指定するも のの当該課程を修

了し ， 修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与さ れた者， 若し く は令和 6 年 3 月

までに授与さ れる見込みの者。  

( 5)  国際連合大学本部に関する国際連合と 日本国と の間の協定の実施に伴う 特別措置法（ 昭

和 51 年法律第 72 号） 第 1 条第 2 項にも 規定する 1972 年 12 月 11 日の国際連合総会決議に

基づき設立さ れた国際連合大学（ 以下「 国際連合大学」 と いう 。） の課程を修了し ， 修士の

学位に相当する学位を授与さ れた者又は令和 6 年 3 月までに授与さ れる見込みの者。  

( 6)  外国の学校， 上記出願資格（ 4） の指定を受けた教育施設又は国際連合大学の教育課程を

履修し ， 大学院設置基準（ 昭和 49 年文部省令第 28 号） 第 16 条の 2 に規定する試験及び審

査に相当するも のに合格し ， 修士の学位を有する者と 同等以上の学力があると 認めら れた

者 

( 7)  文部科学大臣の指定し た者（ 平成元年文部省告示第 118 号）   

○大学を卒業し ， 大学， 研究所等において， 2 年以上研究に従事し た者で， 本研究科が

当該研究の成果により ， 修士の学位を有する者と 同等以上の学力があると 認めた者 

○外国において， 学校教育における 16 年の課程を修了し た後， 又は外国の学校が行う

通信教育における授業科目を，我が国において履修するこ と により 当該外国の学校教

育における 16 年の課程を修了し た後， 大学， 研究所等において， 2 年以上研究に従

事し た者で，本研究科が当該研究の成果等により ，修士の学位を有する者と 同等以上

の学力があると 認めた者 

( 8)  本研究科において， 個別の入学資格審査により ， 修士の学位又は専門職学位を有する者

と 同等以上の学力があると 認めた者で， 24 歳に達し たも の又は令和 6 年 3 月 31 日までに

24 歳に達するも の。  
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《 Ｂ ． 社会人特別選抜》  

 一般選抜に示す条件のいずれかの資格を有する者で， 本課程入学までに大学卒業後又は学士

の学位取得後 4 年以上， 又は大学院修了後若し く は修士の学位取得後 2 年以上の社会的経験を

有する者と し ， 有職者に限り ません。  

 

《 Ｃ ． 外国人留学生特別選抜》  

   一般選抜に示す条件のいずれかの資格を有する者で， 日本国籍を有し ない者。  

 
 
３ ． 出願資格の認定について 

 出願資格( 6) ～( 8) に該当する者は， 出願資格の事前審査を行う ので， 出願に先立っ て令和 5 年

11 月 24 日（ 金） までに次の書類を人文社会学部事務室へ提出し てく ださ い。  

（ 郵送の場合は， 11 月 24 日（ 金） 必着， 持参する場合は， 土・ 日曜日及び祝日以外の午前 9 時

から 午後 5 時（ 正午から 午後 1 時までの昼食時間を除く ） の間と なり ます。）  

  

( 1)  入学資格個別審査申請書（ 本学所定の用紙）   

( 2)  出願理由書（ 本学所定の用紙）   

( 3)  経歴書（ 本学所定の用紙）   

( 4)  最終学校の成績証明書 

( 5)  最終学校の卒業（ 修了） 証明書又は在籍証明書 

( 6)  研究業績報告書様式 1（ 本学所定の用紙に， 著書， 学術論文， 研究報告書， 卒業論文等 

の業績の概要をまと めたも の。 原著， 論文抜刷又はそのコ ピーを添付するこ と 。）   

( 7)  研究経過報告書様式 2（ 本学所定の用紙に， 学校等卒業＜修了＞後の調査研究状況を詳細

に記入し たも の。）   

( 8)  返信用封筒 返信先を明記し ， 344 円分の切手を貼っ た返信用封筒（ 長形 3 号）  

 

 

４ ． 出願手続 
( 1) 出願期間 ： 令和 6 年 1 月 12 日（ 金） ～1 月 19 日（ 金） までに必着  

 

( 2) 出願方法 ： 出願書類を「 書留速達」 で所定の期間内に下記提出先に郵送し てく ださ い。  

 

( 3) 出願書類請求及び提出先 ： 琉球大学人文社会学部学務係 

問い合わせ先       〠 903－0213 沖縄県中頭郡西原町字千原１ 番地  

電話：  098－895－8188  Fax：  098－895－8187 

Mai l ：  hbgakmu@acs. u-r yukyu. ac. j p 

 

◎募集要項は、 琉球大学人文社会学部事務室窓口でも 受け取り できます。  

◎大学院人文社会科学研究科（ 博士後期課程） 学生募集要項の郵送を希望する場合は， 封筒の

表に『 大学院人文社会科学研究科学生募集要項請求』 と 朱書きし ， 送付先を明記し たレタ ーパ

ッ ク ラ イ ト （ ３ ７ ０ 円） を同封し て請求し てく ださ い。  

  

( 4) 注意事項 

( a)  出願書類を手書きで作成する場合は、 黒のボールペンを使用するこ と 。  

( b)  出願後は， いかなる理由があっ ても 出願事項の変更は認めません。   

( c)  出願後は， 出願書類の返却， 記載事項の変更及び検定料の払い戻し はできません。  

（ 災害等により 被災し た志願者の検定料については， 特例措置を実施（ 人-７ ページ）  

( d)  受験票が試験日の１ 週間前までに届かない場合， 及び本研究科の選抜方法に関し て照会
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する場合は， 人文社会学部学務係（ 上記 4. ( 3) ） に問い合わせてく ださ い。  

( e)  記載事項に虚偽の記入をし た者は， 入学後でも 入学許可を取り 消すこ と があり ます。  

 

( f )  志望する研究分野と 教員の専門分野と のミ スマッ チを避けるため、 出願前に該当する専

門分野の教員に連絡を 取る こ と を 推奨し ま す。 人文社会科学研究科ホ ームページ

（ ht t p: //www. l l . u-r yukyu. ac. j p/gr aduat es/） で博士後期課程（ 比較地域文化専攻） の担

当教員を確認のう え、 出願期間の１ カ月前までに、 人文社会学部学務係（ 上記 4. ( 3) ） ま

でメ ールで問い合わせてく ださ い。 問い合わせにあたっ ては、 該当する専門分野の担当教

員名を明記し てく ださ い。  

 
 
５ ． 障がい等のある入学志願者（ 受験時における合理的配慮等）  

障がい等を有する者， 疾病・ 負傷等により 受験上の配慮を必要と する志願者は， あら かじ め本

学障がい学生支援室に「 受験時における合理的配慮申請書」 を提出し てく ださ い。  
申請さ れた配慮事項については， 本学において検討し ， その結果を「 受験時における合理的配

慮の検討結果通知書」 により 郵送にて通知し ます。「 検討結果通知書」 の受領後は， 記載事項を

確認のう え同封の書類をご返送く ださ い。  

また， 上記手続きには２ ～３ 週間を要し ます。 合理的配慮の内容によっ ては対応にさ ら なる時

間を要する場合があり ます。 事前相談は随時受け付けており ますので， 早めの相談， 申請書提出

をお願いし ます。  

受験時に限ら ず， 入学後における修学上の配慮希望については， 随時相談を受け付けており ま

すので， 以下の問い合わせ先までご相談く ださ い。  

（ 1） 申請期限  令和５ 年１ １ 月２ ４ 日（ 金）（ 消印有効）  

    ※申請期限後の書類については， 受理し ませんのでご注意く ださ い。  

なお， 申請期限後に不慮の事故等（ 交通事故， 負傷， 発病等） のため， 受験上の配慮

を希望する場合は， 下記問い合わせ先までご相談く ださ い。  

（ 2） 申請方法 

以下の書類を， 障がい学生支援室へ「 簡易書留」 または「 レタ ーパッ ク プラ ス」 で郵送し  

て下さ い。  

① 「 受験時における合理的配慮申請書」（ 本学指定の様式）  

② 「 医師から の意見書」（ 本学指定の様式）  

③ その他検討する際に必要な参考資料 

上記①及び②の本学指定の様式は， 本学障がい学生支援室ホームページ 

（ ht tps: //g-suppor t . st d. u-r yukyu. ac. j p/）「 支援を希望さ れる皆さ まへ」 より ダウンロ 

ード できます。  

※必要に応じ て， 追加資料の提出を依頼するこ と も あり ます。  

※本学が必要と 判断し た場合は， 志願者， 保護者又はその立場を代弁し 得る出身学校担  

当者等と の面談等を行います。  

 

問い合わせ先： 〒903-0213 沖縄県中頭郡西原町字千原 1 番地 

全保連ステーショ ン（ 大学会館） 2 階 

琉球大学 障がい学生支援室 

電話： 098-895-8750  FAX： 098-895-8791 

E-mai l ：  g-suppor t@acs. u-r yukyu. ac. j p 
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６ ． 安全保障輸出管理について 
琉球大学では，「 外国為替及び外国貿易法」 に基づいて，「 国立大学法人琉球大学安全保障輸

出管理規程」 を定め， 技術の提供及び貨物の輸出の観点から 外国人留学生の受入れに際し ， 厳

格な審査を実施し ています。  

規制さ れている事項に該当する場合は， 希望する教育・ 指導が受けら れない場合や， 希望す

る研究活動に制限がかかる場合があり ますので， 外国人留学生の方はなるべく 出願前に指導を

受けよう と する教員と 連絡を取るよう にし てく ださ い。  
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７ ． 出願書類 

出願書類等 適      要 
一般 
選抜 

社会人 
特別選抜 

外国人 
留学生 

特別選抜 

①入学志願票 「 本学所定の用紙」 に必要事項を記入 ○ ○ ○ 

②受験票・ 写真票 
「 本学所定の用紙」 に必要事項を記入し ， 写
真は， 出願前 3 か月以内に撮影し た正面上半
身無帽のも の （ 縦 4 ㎝×横 3 ㎝）  を貼付 

○ ○ ○ 

③修了・ 卒業（ 見込）  
証明書又は資格認定証 

出身大学の学長（ 学部長・ 研究科長） が作成
し たも の 

○ ○ ○ 

④成績証明書 
出身大学等の学部長（ 学長等）  が作成し ，  

厳封し たも の 
○ ○ ○ 

⑤研究計画書 

本課程で行う 研究の目的，こ れまでの研究経
過， 今後の研究計画と 研究方法， 研究の意義
等について， A4 用紙（ 横書き， 40 字×30 行
前後） を使っ て 5, 000 字程度の日本語でまと
めたも の 

○ ○ ○ 

⑥修士論文又は  
研究論文の写し  

修士論文は審査段階でも 可 ○ 該当者 該当者 

⑦受験承諾書 
官公庁・ 会社等に在職のまま， 本学大学院に

入学し よう と する者のみ， 本学所定の用紙に
より 提出 

該当者 該当者 該当者 

⑧日本語力調査書 「 本学所定の用紙」 を用いるこ と    ○ 

⑨「 住民票」 の写し 及び
旅券 （ パスポート 写）  

現に日本国に在住し ている外国人は市区町
村長発行の記載事項の内容が省略さ れていな
いも ので， 出願前 1 か月以内に交付さ れたも
の 

該当者  該当者 ○ 

⑩検定料納付証明書 
（ 大学用）  

入学検定料の振り 込みについては 「 8． 検定
料振込等について」 を参照 

○ ○ ○ 

⑪志願者整理票 
「 本学所定の用紙」 に必要事項を記入するこ
と  

○ ○ ○ 

⑫受験票等送付用切手 
344 円分 

84 円切手 1 枚，260 円切手 1 枚を同封するこ
と  

○ ○ ○ 

 
 
※ 注意事項 
 
 

ア． 外国において学校教育における 16 年の過程を修了し た者は， 最終学校 

の成績証明書及び卒業（ 修了） 証明書を添付し てく ださ い。   

イ ． 外国語の証明書には日本語の訳文をつけてく ださ い。   

ウ． 入学検定料は， 日本政府（ 文部科学省） 奨学金による外国人留学生に 

ついては， 納付する必要はあり ません。 こ の場合， 国費の留学生である 

こ と の証明書を添付し てく ださ い。   

エ． 事前に出願資格認定を申請し た者は， 成績証明書を提出する必要は 
あり ません。  
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８ ． 検定料振込等について 

( 1)  検定料 30, 000 円（ 別添「 検定料振込書」 を使用し てく ださ い）  

( 2)  振込期間：  令和 6 年 1 月 5 日（ 金） ～1 月 19 日（ 金）  

※ 国費外国人留学生及び令和 6 年 3 月 31 日に本学研究科博士前期課程又は修士課程を修了

し ， 引き続き本課程に進学するも のは検定料及び入学料を徴収し ない。   

( 3)  振込方法 

ア． 本募集要項添付の「 検定料振込書」 を使用し てく ださ い。  

  検定料振込書の※印欄を黒のボールペン（ 消えるボールペンは不可） で正確に記入し てく ださ い。  

≪依頼日， 入学志願者氏名（ フ リ ガナ）， 住所， 電話番号， 振込先( 枠内に○印) ≫ 

イ ． 必ず金融機関（ 銀行等） の窓口で振り 込み， Ａ Ｔ Ｍ（ 現金自動預払機） は使用し ないでく ださ い。  

ウ． 振込手数料については， 志願者本人負担と なり ます。  

エ． 金融機関窓口から「 検定料納付証明書（ 大学用）」 を受け取る際は， 取扱金融機関収納印を確認し て

く ださ い。  

オ．「 検定料納付証明書（ 大学用）」 は出願書類に同封し て提出し てく ださ い。  

※こ の募集要項添付の「 検定料振込書」 が使用できない場合は， 各金融機関備付の振込依頼書で振り

込んでく ださ い。  

振込依頼人氏名は， 先に募集区分「 711」， 次に志願者本人氏名と し てく ださ い。  

例 711 ダイ ガク  タ ロウ 

振込先口座， 金額及び募集区分は「 検定料振込書」 で確認し てく ださ い。  

振込依頼書の控え( 写し 可) 及び氏名を 記入し た「 検定料納付証明書( 大学用) 」 を提出し てく ださ い｡ 

 

【 外国から の銀行振込の場合】  

外国から 振り 込む際は円建てで振り 込んでく ださ い。  

※なお， 外国送金にかかる一切の手数料（ 振込手数料， 経由銀行手数料等） は振込人本人の負担と

し ます。  

受取人 大学名 Uni ver si t y of  Ryukyus 

住 所 1 Senbar u,  Ni shi har a Oki nawa,  903-0213,  Japan 

銀行名 Bank of  t he RYUKYUS,  Lt d.   

Br anch Of f i ce: （ 支店名） : Gi nowan 

Account  No: （ 口座番号） : 428711 

SWI FTコ ード ： RYUBJPJZ 

住 所 1-5-3 Gi nowan,  Gi nowan Oki nawa,  901-2211,  Japan 電話番号： ( 098) 893-2231 

 

( 4)  留意事項 

ア． 検定料が振り 込まれていない場合，「 検定料納付証明書（ 大学用）」 が出願書類に同封さ れていない

場合，「 検定料納付証明書（ 大学用）」 に取扱金融機関収納印がない場合は，出願書類を受理し ません。   

イ ． 既納の検定料は次の場合を除き， いかなる理由があっ ても 返還し ません。   

①検定料を振り 込んだも のの， 出願し なかっ た場合（ 出願書類を提出し ないまま出願期間が終了し た

り ， 書類不備等により 出願書類が受理さ れなかっ た場合）。   

②誤っ て検定料を二重に振り 込んだ場合。   

③特例措置対象者が検定料を振り 込んだ場合。   

※上記①， ②に該当する場合は， 本募集要項添付の「 返還金払戻請求書」 に必要事項を記入し ， 払

い戻し の理由を 選択， 氏名欄へ押印のう え，「 検定料納付証明書（ 大学用）」 を貼付し て下記へ送

付し てく ださ い（ 封筒には「 返還金払戻請求書在中」 と 朱書き し てく ださ い）。   

（ 返還は銀行振込で行います。 本人以外名義口座の場合は必ず続柄も 明記し てく ださ い。  

ゆう ちょ 銀行口座を指定する場合は， 振込用の店名・ 店番・ 預金種目・ 口座番号を明記し てく だ

さ い。 返還には請求書受理後 2～3 ヶ 月程度かかり ます。）  

        送付期限： 令和 6 年 3 月 29 日（ 金）  

        送 付 先： 〒903－0213 沖縄県中頭郡西原町字千原 1 番地 

                    琉球大学財務部経理課収入・ 支出係  TEL O98－895－8058 
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※上記③に該当する場合は災害等により 被災し た令和 4 年度琉球大学入学者選抜試験志願者の検

定料に関する特例措置についてを参照のう え返還手続きを行っ てく ださ い。  

 

 
９ ．  選抜方法 

( 1)  一般選抜 

書 面 審 査 筆 記 試 験《 注》  口 述 試 験 

修士論文等について行います。 
外国語（ 英・ 独・ 仏・ 西・ 中・  

韓国語） から 1 科目 

修士論文及び研究計画書等

の内容について行います。  

《 注》  語学辞書の持ち込み可 （ ただし ，  電子辞書は除く 。）  

 

( 2)  社会人特別選抜 

書 面 審 査 筆 記 試 験  口 述 試 験 

修士論文等について行います。 小 論 文 
修士論文及び研究計画書等

の内容について行います。  

 

 ( 3)  外国人留学生特別選抜 

書 面 審 査 筆 記 試 験《 注１ ・ 2》  口 述 試 験《 注 2》  

修士論文等及び 

日本語力調査書 
小 論 文 

修士論文及び研究計画書等

の内容について行います。  

《 注１ 》  語学辞書の持ち込み可 （ ただし ，  電子辞書は除く 。）  

《 注２ 》  筆記試験・ 口述試験と も 日本語で行います。  

 

１ ０ ． 試験期日及び試験場 

期 日 試験場 科 目 時  間 摘  要 

令和６ 年 

２ 月１ ０ 日 

（ 土）  

 
 

文系総合 
研究棟 

 
試験室は 
別途指定 

 

外国語科目 10： 00～12： 00 一般選抜の受験者 

小 論 文 10： 00～12： 00 
 社会人及び 

 外国人受験者 

口 述 試 験 13： 30～ 全  員 

《 注１ 》  筆記試験の解答にはシャ ープペンシル・ 鉛筆のみ使用可能と し ， ボールペンは使用

不可と し ます。  
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１ １ ． 合格発表 
令和 6 年 2 月 28 日（ 水） 午後 4 時に本学文系総合研究棟に掲示すると と も に人文社会学

部 HPに掲載及び合格者へ通知し ます。  

 人文社会学部 HP ht t p: //www. hs. u-r yukyu. ac. j p/ 
 
 

１ ２ ． 入学手続 
入学手続は， 令和 6 年 3 月下旬の予定です。 合格者あてに別途通知し ます。   

 
 

１ ３ ． 入学料及び授業料 
入学料は銀行振込です。 詳細は， 合格者あて別途通知し ます。   

入  学  料   282, 000 円 （ 予定額）   

授業料（ 前期分）    267, 900 円 （ 予定額）   

      （ 年 額）    535, 800 円 （ 予定額）   

 
（ 注） ① 上記については予定額であり ， 入学時及び在学中に金額の改定が行われた場合は改

定時から 新たな金額が適用さ れます。   
② 授業料の納入については， 本人の申し 出により 前期分の納入の際に後期分も 合わせ 

て納入するこ と ができます。   
③ 入学料の免除又は， 徴収猶予あるいは授業料の免除を希望する者（ 対象者について

は， 合格者に送付する「 入学者心得」 で詳し く 説明し ます。） は， 所定の免除申請手続
を行う こ と により ， 免除又は徴収猶予の可否が決定さ れるまでの間， 入学料又は授業
料の納付が猶予さ れます。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１ ４ . 授業科目及び授業科目の内容

授業科目名 単位数 講　 義　 等　 の　 内　 容 担当教員

全教員

全教員

喜納育江
金城盛彦
後藤雅彦
藤田陽子
宮内久光
宮平勝行
稲村　 務
新城郁夫
山城　 新
鳥山　 淳
島袋　 純
ク リ スト フ ァ ー

・ デイ ビス

（ Chr i st opher

Davi s)

喜納育江
金城盛彦
後藤雅彦
藤田陽子
宮内久光
宮平勝行
稲村　 務
新城郁夫
山城　 新
鳥山　 淳
島袋　 純
ク リ スト フ ァ ー

・ デイ ビス

（ Chr i st opher

Davi s)

比較地域文化総合演習Ⅰ・
Ⅱ

各2 　 幅広い視野に立つ研究を 志向する よ う 促す目的で
教員全員が担当し て行う 演習形式の授業である 。 １
年次の院生すべてが前期に受講する 必修科目であ
り 、 院生は博士論文作成研究と し て予定し ている 課
題も し く は認識について複数回に分けて報告し 、 質
疑応答を 受ける と 同時に自由討論に参加し 、 視野を
広げる 。 なお、 こ の授業は他の教員や院生も 参加で
き る 開かれたも のにする 。

比較地域文化総合演習Ⅲ・
Ⅳ

各2 　 幅広い視野に立つ研究を 志向する よ う 促す目的で
教員全員が担当し て行う 演習形式の授業である 。 ２
年次の院生すべてが前期に受講する 必修科目であ
り 、 院生は博士論文作成研究と し て進めている 課題
も し く は認識について複数回に分けて報告し 、 質疑
応答を 受ける と 同時に自由討論に参加し 、 視野を 広
げる 。 なお、 こ の授業は他の教員や院生も 参加でき
る 開かれたも のにする 。

比較地域文化特別研究Ⅰ 2 　 比較地域文化総合演習Ⅰを 履修し た１ 年次の院生
を 対象と し 主指導教員が中心と なっ て、 必要に応じ
同学の博士課程後期院生を 交えて行う 演習形式の授
業である 。 博士論文の構想や先行研究の把握、 関連
資料の状況、 必要なフ ィ ールド ワーク 等について研
究計画書を も と に指導助言する 。 そのために受講者
は研究計画書を 授業の冒頭で提出する 義務があり 、
また教員の求めに応じ て論文構想に関係する 認識に
ついて報告し なければなら ない。 なお、 指導教員が
必要と 認める 時は他の教員や博士課程前期院生が出
席する 。

比較地域文化特別研究Ⅱ 2 　 ２ 年次前期の博士論文作成に向けた演習形式の授
業である 。 主指導教員が中心と なっ て、 必要に応じ
て同学の博士課程後期院生を 交えて行う 。 主指導教
員が必要と 認める 時は他の教員や博士課程前期院生
が出席する 。 研究計画を ほぼ決定し 、 研究に必要な
諸資料の検討やフ ィ ールド ワーク 等の展望について
指導助言する 。 受講者は教員の求めに応じ て構想や
認識について報告し なければなら ない。

授業担当教員のうち,アンダーラインの教員は,研究指導教員です。



授業科目名 単位数 講　 義　 等　 の　 内　 容 担当教員

喜納育江
金城盛彦
後藤雅彦
藤田陽子
宮内久光
宮平勝行
稲村　 務
新城郁夫
山城　 新
鳥山　 淳
島袋　 純
ク リ スト フ ァ ー

・ デイ ビス

（ Chr i st opher

Davi s)

喜納育江
金城盛彦
後藤雅彦
藤田陽子
宮内久光
宮平勝行
稲村　 務
新城郁夫
山城　 新
鳥山　 淳
島袋　 純
ク リ スト フ ァ ー

・ デイ ビス

（ Chr i st opher

Davi s)

鈴木規之

鈴木規之

比較地域文化特別研究Ⅲ 2 　 ２ 年次後期の博士論文作成に向けた演習形式の授
業である 。 主指導教員が中心と なっ て、 必要に応じ
同学の博士課程後期院生を 交えて、 行う 。 主指導教
員が必要と 認める 時は、 他の教員や博士課程前期院
生が出席する 。 諸資料の検討やフ ィ ールド ワーク 等
の達成さ れた成果について受講者に適宜報告を 求
め、 指導助言する 。 それを も と に受講者は博士論文
の具体的な構想を ほぼ確定する 。

比較地域文化特別研究Ⅳ 2 　 ３ 年次前期の博士論文作成に向けた演習形式の授
業である 。 主指導教員が中心と なっ て、 必要に応じ
同学の博士課程後期院生を 交えて、 行う 。 主指導教
員が必要と 認める 時は、 他の教員や博士課程前期院
生が出席する 。 博士論文の構成やその根拠と なる 諸
資料・ 理論について指導助言する 。 それを も と に受
講者は博士論文作成に向けて最終段階の作業を 行
い、 後期の論文執筆・ 推敲につなげる 。

アジア社会学特論 2 　 グロ ーバル化の中でのアジア社会の変動を 、 国際
社会学的な視点と 地域研究的な手法で理論的・ 実証
的に研究する 。 社会科学と し ての地域研究にその理
論的背景を 与える も のと し て注目さ れている のが国
際社会学である 。 こ こ では、 地域研究と 国際社会学
について沖縄を 含むアジアを 事例に必要な理論と 実
証への応用の方法を まず指導する 。 そし て地域研究
と 国際社会学を 接合さ せた、 比較よ り も 関係性を 重
視する 世界システム論やエスニシティ ー論の実証へ
の応用についてさ ら に深く 考察し ていく 。

アジア社会学演習 2 　 グロ ーバル化が進行する中で、 アジアを 分析する
理論や方法は大き な転換を 迫ら れている 。 こ こ で
は、 国際社会学の視点から 持続可能な発展や内発的
発展を 含むオルタ ーナティ ブな開発・ 発展の理論と
実践、 開発と 市民社会、 開発と 環境、 社会変動と エ
スニシティ 、 文化のヘゲモニー（ アジアにおける
ジャ パナイ ゼーショ ン ） などを テーマに、 アジア
（ 沖縄も 含む） における フ ィ ールド ワーク も 行いな
がら 具体的なテーマを も っ て演習形式で検討し てい
く 。 フ ィ ールド ワーク に際し ては、 調査デザイ ン や
技法についても 指導する 。



授業科目名 単位数 講　 義　 等　 の　 内　 容 担当教員

宮平勝行

宮平勝行

喜納育江

喜納育江

こ と ばと 相互行為特論 2 　 コ ミ ュ ニケーショ ン 行動が織り なす人物像や社会
像、 文化像を 琉球を 含む様々な言語共同体を 取り 上
げて比較分析する 。 会話の組織化、 談話の構造、 こ
と ばの文化的意味、 スピ ーチの文化コ ード 、 文化的
認知プロ セスなどを 対人間のこ と ばと 社会的相互行
為を 精査する こ と によ て明ら かにする 。 また、 こ う
し たテーマについてディ スカ ッ ショ ン を 重ね、 こ と
ばと 社会的相互行為の文化独自性や普遍性について
考察する 。 英文の資料を 用い、 ディ スカ ッ ショ ン の
一部は英語で行う 。

こ と ばと 相互行為演習 2 　 こ と ばと 社会的相互行為の研究方法には主と し て
語用論、 会話分析、 （ 批判的） 談話分析、 相互行為
分析、 こ と ばの民族誌などが挙げら れる 。 いずれか
ひと つある いは複数のアプロ ーチに焦点を 当て、 一
連の研究プロ セスを 実践を 通し て学ぶ。 さ ら に、 各
研究方法の哲学的基盤や理論的背景、 課題、 最新の
傾向などについて琉球を 含む多様な言語文化を 対象
にし た事例研究を 読み解き ながら 理解を 深める 。 こ
の授業は受講生によ る フ ィ ールド リ ポート を 中心に
演習形式で行う 。

アメ リ カ マイ ノ リ ティ 文学
特論

2 　 モダン から ポスト モダンの思潮的流れによ っ て再
構成さ れたアメ リ カ 文学の批判体系によ っ て再評価
さ れる よ う になっ たいわゆる 「 マイ ノ リ ティ 」 の作
家や詩人のテク スト について研究する 。 書き 手に
よ っ て「 マイ ノ リ ティ 」 と いう アイ デン ティ ティ ー
を 定義する 要素は異なる が、 こ の科目では人種、 言
語、 文化、 階級、 性、 そし てセク シュ アリ ティ など
の概念にも と づいて「 マイ ノ リ ティ 」 と みなさ れる
書き 手のテク スト にはどのよ う な特徴や意義ある の
かについて考察し 、 こ う し たテク スト が従来の伝統
的アメ リ カ 文学観を どのよ う に踏襲し つつ変容さ せ
たも のである かについて検討し ていく 。

アメ リ カ マイ ノ リ ティ 文学
演習

2 　 アメ リ カ 文学の中において「 マイ ノ リ ティ 」 であ
る と いう 自己認識がどのよ う な文学テク スト を 生ん
でいる のかと いう 点を 念頭に置き つつ、 アメ リ カ の
女性文学、 アメ リ カ 先住民族文学、 チカ ーノ （ ナ）
文学と いっ たテク スト において、 人種、 言語、 文
化、 階級、 性、 セク シュ アリ ティ と いっ た要素が書
き 手の想像力と 創造力にいかなる 影響を も たら し て
いる か、 、 またアメ リ カ 文学から 発信さ れる そう し
た文学表現が、 こ れから の世界観や人間像にどのよ
う な意味を 付与し ていく のかについても 考える 。



授業科目名 単位数 講　 義　 等　 の　 内　 容 担当教員

稲村　 務

稲村　 務

後藤雅彦

後藤雅彦

金　 成浩

金　 成浩

アジア文化人類学特論 2 　 中国およ び東南アジア諸国を 中心と し たの文化人
類学的研究。 アジアの民族誌的研究を 踏まえた文化
人類学的方法論や研究動向について講義する 。

アジア文化人類学演習 2 　 中国およ び東南アジアを 中心と し た文化人類学的
研究について民族誌的研究や文化人類学的方法論に
ついて演習形式で学ばせる 。

アジア物質交流史論特論 2 　 東アジアを 中心にし た物質交流史論に関する 考古
学研究の視点と 方法を 検討する 。 交流の考古学研究
にあたっ ては、 そのモノ 自体の分析、 すなわち モノ
の製作から 使用、 廃棄までの一連の流れの中で分析
を 行い、 その時代性、 地域性、 背後にある 人の活
動、 さ ら に交流によ る 地域文化の変化を 如何に読み
と る かが問題である 。 琉球列島の歴史的展開の中で
も 、 先史時代に遡っ て周辺地域と の交流が重要な研
究テーマと なっ ており 、 こ う し た東アジアにおける
具体的な物質交流史を 検討の対象と する 。

アジア物質交流史論演習 2 　 交流の考古学研究にあたっ て、 そのモノ 自体の分
析から 時代性、 地域性、 背後にある 人の活動、 さ ら
に交流によ る 地域文化の変化を 如何に読みと る かが
問題である 。 そし て、 交流の場と なっ た時代、 地域
は多様なも のであり 、 アジアにおいても 交流を テー
マにし た考古学研究は盛んである 。 そこ で、 演習形
式を 含め、 多様な物質交流史の研究事例を 検討し な
がら 、 交流のあり 方に関する 比較研究や方法論自体
の検証を 進め、 物質交流史論の課題を 検討する 。

アジア国際関係史特論 2 　 第二次世界大戦以降の国際関係の歴史について、
と く にアジア地域に焦点を 当てながら 分析する 。 ア
ジアに関し て、 冷戦史の再検討がどの程度まで進ん
でいる か、 アジアにおいて冷戦と は何であっ たか、
アジアにおける 冷戦の遺産と は何か、 東アジア共同
体の可能性と 歴史認識問題についてなど、 マク ロ 的
視点から 分析し いていく 。 現代の国際関係を 理解す
る こ と を 通じ て、 沖縄・ 日本のこ の地域での役割に
関する 知見が得ら れる 。

アジア国際関係史演習 2 　 アジア冷戦史における 重要なト ピ ッ ク について詳
細な検討を 加える 。 例えば、 朝鮮戦争・ 日ソ 国交回
復・ 中ソ 対立・ 沖縄返還・ ソ 連のアフ ガン 侵攻・ 韓
ソ 国交回復などを 取り 上げ、 その研究史、 史料公開
状況・ 研究手法・ 学説の対立についてなど解説し な
がら 、 国際関係史における 研究手法を 解説する 。 沖
縄・ 日本周辺における 個別的に紛争に関する 理解を
深める こ と によ り 、 こ の地域の平和へ寄与でき る 人
材を 養成する 。



授業科目名 単位数 講　 義　 等　 の　 内　 容 担当教員

新城郁夫

新城郁夫

山城　 新

山城　 新

島嶼環境経済特論

藤田陽子

島嶼環境経済演習

藤田陽子

沖縄近現代文学特論 2 　 沖縄近現代文学に関する 諸テーマに関し て、 歴史
社会的背景と 作品の構造と 特質の関連と を 検討す
る 。

沖縄近現代文学演習 2 　 沖縄近現代文学に関する 諸テーマに関し て、 歴史
社会的背景と 作品の構造と 特質と の関連を 理論的か
つ実証的に考察する 。

環境思想特論 2 　 環境思想研究は、 環境変化と 社会、 経済、 政治、
芸術の変動が相互に影響し あう と いう 前提に成り
立っ ている 。 本講義では主要なアメ リ カ 環境思想を
主軸に、 政治、 宗教、 哲学、 文学的言説を と おし て
多面的に構成さ れる 環境思想研究の研究史的基礎を
学びながら 、 実際に沖縄に生成する 個別・ 具体的課
題を 環境思想的観点から 応用分析し 、 環境思想的研
究方法を 習得する 。

環境思想演習 2 　 本講義では、 特にアメ リ カ 環境思想を 基礎づける
理論的枠組みを 学びつつ、 実際に現代環境問題に関
連づけながら 、 環境思想的課題と 展望について考え
る 。 特に、 第二次世界大戦以降のアメ リ カ 覇権主
義・ 帝国主義の関わり の中で形成さ れる 、 アメ リ カ
本土内外の事例、 ある いは海域を 介し た環境問題な
どを と おし て、 環境問題の脱領域的側面を 環境思想
的に考える 。

2 環境経済学の理論を 基礎と し て， 島嶼地域における
環境と 経済の関係を 考察する 。 沖縄や多く の太平洋
島嶼国のよ う な小島嶼においては， 大陸や大規模島
嶼と の比較において自然環境と 経済と の関係が非常
に強い。 自家消費用の食糧の供給源と し て， また観
光資源と し て， 自然環境を 保全する 必要性が認識さ
れている 反面， 政治的・ 経済的に脆弱である ため，
外国資本によ る 観光開発や他国への漁業権の売却な
どが外貨獲得手段と し て行われ， 自国の自然や海洋
資源の衰退と いう 結果を 招いている 例も ある 。 こ う
し た独特の状況を 踏まえながら ， 島嶼における 環境
調和型経済社会を 実現する ための方策について検討
する 。

2 沖縄を はじ めと する 小島嶼国・ 地域を 事例と し て，
環境と 経済の関係に関わる 諸課題の現状を 学び， 問
題解決の方策について検討する 。 ケース・ スタ ディ
に重点を 置き ， 環境経済学の視点を 基礎と し なが
ら ， 理論と 実際と の整合性と 乖離について検証し ，
具体的な問題解決策を 探求する 。 講義は受講生の発
表を 中心に進め， 受講生同士の議論を 通し て物事を
多角的に考察する 視野を 養う 。



授業科目名 単位数 講　 義　 等　 の　 内　 容 担当教員

島嶼空間システム特論

宮内久光

島嶼空間システム演習

宮内久光

島嶼観光経済特論

金城盛彦

島嶼観光経済演習

金城盛彦

島袋　 純

島袋　 純

2 島嶼空間を システム（ 系） と し て捉え、 外部から の
様々なイ ン パク ト に対し てどのよ う に島嶼空間が対
応し ている かを 、 島嶼間システムと 島嶼内システム
の両面において、 人口・ 交通流通、 島嶼経済、 島嶼
社会そし て島嶼振興の各事象に関し て、 理論的に検
討する 。

2 島嶼空間を システム（ 系） と し て捉え、 外部から の
様々なイ ン パク ト に対し てどのよ う に島嶼空間が対
応し ている かを 、 島嶼間システムと 島嶼内システム
の両面において、 人口・ 交通流通、 島嶼経済、 島嶼
社会そし て島嶼振興の各事象に関し て、 巡検や現地
調査を も と に検討する 。

2 世界のGDPおよ び雇用の約１ 割は観光産業が占めてい
る 。 こ の比率は他産業が脆弱な発展途上国、 島嶼地
域ではよ り 大き い。 授業では観光によ る 島嶼地域の
振興の特性、 可能性を データ に基づく 実証研究の立
場から 検証する 。

2 世界のGDPおよ び雇用の約１ 割は観光産業が占めてい
る 。 こ の比率は他産業が脆弱な発展途上国、 島嶼地
域ではよ り 大き い。 授業では観光によ る 島嶼地域の
振興の特性、 可能性を データ に基づく 実証研究の立
場から 検証する 。 「 島嶼観光経済特論」 と は異な
り 、 演習はコ ン ピ ュ ータ を 用いる 実習を 伴う 。

政治学特論 2 沖縄や地域の政治的課題に対し て、 行政学・ 地方自
治論等の分野を 主と する 政治学の理論に基づいて分
析し ていく 能力の養成を 行う 。 その中でこ れまでの
政治学的なアプロ ーチの有効性と 限界について、 吟
味を 重ねながら 、 新たなアプロ ーチを 模索し てい
く 。

政治学演習 2 特に近年の国際関係の変化、 移民難民問題を 含む国
境横断的な人の移動の激化、 経済的相互依存の深
化、 その中での国民国家の変容、 自治体政治の変化
等を 視野に入れ、 沖縄や地域の政治的課題に対し
て、 行政学・ 地方自治論等地域の政治的課題に対し
て、 政治学の理論を 具体的に用いて分析する 事例的
研究を 行っ ていく 。



授業科目名 単位数 講　 義　 等　 の　 内　 容 担当教員

鳥山　 淳

鳥山　 淳

ク リ スト フ ァ ー

・ デイ ビス

（ Chr i st opher

Davi s)

ク リ スト フ ァ ー

・ デイ ビス

（ Chr i st opher

Davi s)

名嶋義直

名嶋義直

特定言語研究演習 2 フ ィ ールド ワーク などを 通し て記述し てき た言語の
特徴を 探り 、 先行研究に基づいて理論言語学の立場
から その特徴を 分析し 、 他言語と 比較し ながら その
記述と 分析を さ ら に深める 方法を 学ぶ。 各受講生が
特定の言語の記述における 特定のト ピ ッ ク を 選択
し 、 そのト ピ ッ ク に絞っ て自ら の研究を 進める 。 授
業では、 そのト ピ ッ ク に関係する 先行研究やフ ィ ー
ルド ワーク で収集し たデータ についての発表を 行
う 。

近現代沖縄史学特論 2 沖縄の近現代を 考察する う えで重要な諸相を 実証的
かつ体系的に理解する こ と を 目的と する 。 その際の
視点と し て重視する のは、 1920年代以降の沖縄救済
論において浮上し てき た課題と 、 戦後に展開さ れる
復興・ 振興を めぐ る 諸問題と の関係性である 。 その
考察を 通し て沖縄の近現代を 貫く 問いを 見出し 、 各
時期の状況に織り 込まれている 歴史的な文脈を 読み
解く こ と を 意図し ている 。

近現代沖縄史学演習 2 沖縄の近現代を 考察する う えで重要な諸相につい
て、 関連する 資料を 精読し ながら 、 そこ に見出さ れ
る 歴史的な文脈について検討する 。 その際に、 各履
修者の研究テーマや問題関心に引き 付けた資料分析
を 積極的に取り 入れ、 当該資料に見出さ れる 歴史的
な課題を どのよ う な視点で検討すべき なのかを 考察
する 。 その作業を 通し て、 沖縄の近現代に関する 歴
史的な考察力を 深める こ と を 意図し ている 。

批判的談話研究実践特論 2 社会において求めら れている 「 民主的な市民性」 に
欠かせないのが批判的リ テラ シーである 。 その涵養
を 目指し 、 欧州を 中心に行われている 学際的研究
「 批判的談話研究（ cr i t i cal  Di scour se St udy;
CDS） 」 の理論や手法， 社会問題を 批判的に検討する
ためのアプロ ーチなどを ， 文献の読解や言説の分析
を 通し て学ぶ。 まず， CDSを 実践し ている 論文を いく
つか読み， 具体的な分析・ 考察を 体験する 。 それを
通し て， 批判的談話分析の理念と 方法について学
ぶ。 次に他者と 議論する こ と で考えを 深めたり 広め
たり する 。 それら の過程を 通し て， 批判的な思考力
を 伸ばす。

批判的談話研究実践演習 2 社会において求めら れている 「 民主的な市民性」 に
欠かせないのが批判的リ テラ シーである 。 その涵養
を 目指し 、 欧州を 中心に行われている 学際的研究
「 批判的談話研究（ cr i t i cal  Di scour se St udy;
CDS） 」 の理論や手法， 社会問題を 批判的に検討する
ためのアプロ ーチなどを ， 文献の読解や言説の分析
を 通し て学ぶ。 まず， CDSの理念や手法を 解説し てい
る 論文を いく つか読み， 具体的な分析・ 考察を 体験
する 。 それを 通し て， 批判的談話分析の理念と 方法
について学ぶ。 次に自分でも 批判的談話研究の実践
を 行う 。 それら の過程を 通し て， 批判的な思考力を
伸ばす。

特定言語研究特論 2 世界中で6000以上の言語が現在話さ れている も の
の、 琉球諸語も 含めてその多く がまだ十分に記述さ
れておら ず、 消滅の危機に瀕し た状態に置かれてい
る 言語も 少なく ない。 こ の授業では、 特定の言語
（ 特に、 少数言語や十分に記述さ れていない言語）
を 対象にし た研究と 記述の行い方を 学ぶ。 授業では
実際に特定の言語のデータ を 収集し 、 その記述と 分
析を 行う 。



授業科目名 単位数 講　 義　 等　 の　 内　 容 担当教員

池上大祐

池上大祐

未　 　 定

未　 　 定

未　 　 定

未　 　 定

＊研究指導教員のみが比較地域文化特別研究Ⅰ～Ⅳの担当する 。
＊学期ごと に開設さ れる 授業科目については時間割配当表を 公表する 。

比較地域文化特論Ⅲ 2 学外非常勤講師によ る 講義で、 通常の学期か、 も し
く は集中講義の形式で行う も のである 。 講義の内容
は、 比較地域文化論に関わる と いう 枠内で、 担当す
る 講師の専門と する 研究分野等を 考慮し て、 講師と
専攻内の世話人と の間の協議によ っ て決める も のと
する 。

比較地域文化特論Ⅳ 2 学外非常勤講師によ る 講義で、 通常の学期か、 も し
く は集中講義の形式で行う も のである 。 講義の内容
は、 比較地域文化論に関わる と いう 枠内で、 担当す
る 講師の専門と する 研究分野等を 考慮し て、 講師と
専攻内の世話人と の間の協議によ っ て決める も のと
する 。

比較地域文化特論Ⅰ 2 学外非常勤講師によ る 講義で、 通常の学期か、 も し
く は集中講義の形式で行う も のである 。 講義の内容
は、 比較地域文化論に関わる と いう 枠内で、 担当す
る 講師の専門と する 研究分野等を 考慮し て、 講師と
専攻内の世話人と の間の協議によ っ て決める も のと
する 。

比較地域文化特論Ⅱ 2 学外非常勤講師によ る 講義で、 通常の学期か、 も し
く は集中講義の形式で行う も のである 。 講義の内容
は、 比較地域文化論に関わる と いう 枠内で、 担当す
る 講師の専門と する 研究分野等を 考慮し て、 講師と
専攻内の世話人と の間の協議によ っ て決める も のと
する 。

アメ リ カ 太平洋史特論 2 アメ リ カ と 太平洋島嶼地域と の関係について、 帝国
史研究の成果を も と にし ながら 、 主に「 軍事基地と
地域社会」 と いう 視点から 、 歴史学的に講義形式で
考察する 。

アメ リ カ 太平洋史演習 2 アメ リ カ と 太平洋島嶼地域と の関係について、 帝国
史研究の成果を も と にし ながら 、 主に「 軍事基地と
地域社会」 と いう 視点から 、 演習形式で、 英語論文
や一次史料を 読み解く 。



博士後期課程の出願書類所定用紙 
 

下記の出願書類が添付さ れていますので， 確認し てく ださ い。  

 

 

 

１ ． 入学志願票 

２ ． 受験票（ 受験心得）  

３ ． 写真票 

４ ． 受験承諾書 

５ ． 日本語力調査書 

６ ． 入学資格個別審査申請書 

７ ． 出願理由書 

８ ． 経歴書                     出願書類は， 丁寧に 

９ ． 研究業績報告書                 切り 離し てく ださ い。  

10． 研究経過報告書                  

11． 災害等により 被災し た志願者の検定料の免除 

について 

12． 検定料免除申請書 

13． 返還金払戻請求書 

14． 検定料振込書 

15． 志願者整理票・ 宛名票 



 

 受 験 番 号 
※ 一般， 社会人 

外国人留学生 

令和 6 年度 

琉球大学大学院人文社会科学研究科（ 博士後期課程） 入学志願票 

フ リ ガ ナ  国 籍 名 
( 外国籍を持つ者)  

 
比較地域文化専攻 

氏 名  

生 年 月 日 昭和 ・  平成   年   月   日                男 ・  女 

現 住 所 

〒    － 
 
 

携帯電話  

メ ールアド レス  

※大学から 緊急連絡がある場合
の連絡先を記入する。上記と 同じ
場合は， 記入し なく てもよい。  

〒   － 

 

Ｔ Ｅ Ｌ            メ ールアド レス 

受 験 科 目 外国語科目  小論文 社会人及び外国人留学生特別選抜 

本 人 以 外 
連 絡 先 

氏 名 志願者と の続柄 

（      ）  
現住所               Ｔ Ｅ Ｌ  

出 願 資 格 
立      大学院（ 大学）      研究科（ 学部）       専攻（ 学科）  

昭和・ 平成・ 令和   年   月 修了・ 卒業（  修了・ 卒業見込 ）  

 

履          歴 
 
 
 
 

学   歴 

年   月   日  

・   ・   ・   

・   ・   ・   

・   ・   ・   

・   ・   ・   

・   ・   ・   

・   ・   ・   

職  歴 

・   ・   ・   

・   ・   ・   

・   ・   ・   

上記のと おり 相違あり ません。  

令和  年  月  日   氏名                 ○印 

備考 (1) 記入の際は， 本募集要項熟読の上， 記入漏れのないよう にするこ と 。  

 (2) 「 一般， 社会人， 外国人留学生欄」（ 右上） は， 該当するも のに〇をつけるこ と 。  

 (3) ※印欄は， 記入し ないこ と 。  

 (4) 黒のボールペンを使用し ， 楷書で書く こ と 。  

高

等

学

校 

卒

業

以

上 

（ 満     才）  
令和6 年4 月1 日現在 
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令和 6 年度 
琉 球 大 学 大 学 院 
人 文 社 会 科 学 研 究 科 

( 博士後期課程)  

令和 6 年度 
琉 球 大 学 大 学 院 
人 文 社 会 科 学 研 究 科 

( 博士後期課程)  

写 真 票 受 験 票 

受 験 番 号 
※ 一般， 社会人 

外国人留学生 
受 験 番 号 

※ 一般， 社会人 
外国人留学生 

フ リ ガ ナ  性 別 フ リ ガ ナ  性 別 

氏   名 

 
 
 
昭和・ 平成  年  月  日生 

男・ 女 氏   名 

 
 
 
昭和・ 平成  年  月  日生 

男・ 女 

志 望 専 攻 比較地域文化専攻 志 望 専攻 比較地域文化専攻 

受 験 科 目 

外国語科目 小 論 文 

受 験 科 目 

外国語科目 小 論 文 

 
社会人及び外国人
留学生特別選抜 

 
社会人及び外国人
留学生特別選抜 

 

※出欠欄  写真を 貼る 欄   写真を 貼る 欄  

   
○写真は， 出願前  

3 ヶ 月以内に撮影

し た脱帽正面上半

身(4 ㎝×3 ㎝)と し

ます。  

○写真の裏に氏名を

記入し て貼付する

こ と 。  

  
○写真は， 出願前  

3 ヶ 月以内に撮影

し た脱帽正面上半

身(4 ㎝×3 ㎝)と し

ます。  

○写真の裏に氏名を

記入し て貼付する

こと 。  

 

      

      

      

      

      

 
「 一般， 社会人， 外国人留学生欄」（ 右上） は，

該当する選抜に〇をつけるこ と 。  

(注) ※印欄は， 記入し ないこ と 。  

き

り

と

ら

な

い

こ

と  

「 一般， 社会人， 外国人留学生欄」（ 右上） は，

該当する選抜に〇をつけるこ と 。  

(注) ※印欄は， 記入し ないこ と 。  



受  験  心  得 

( 1)  受験者は， 試験開始 20 分前までに， 各試験室前に集

合するこ と 。  

( 2)  試験開始後30分以上遅刻し た者は，受験できません。

( 3)  不正行為のあった者は， 直ちに退場を命じ ます。  

( 4)  受験に際し ては， 本受験票を必ず持参すること 。  

 
試 験 期 日 及 び 試 験 場 （ 博士後期課程）  

期  日 科  目 時 間 場  所 備   考 

令和 6 年 

 

2 月10 日 

（ 土)  

外国語科目 

10： 00 

 

12： 00 

文系総合 

研究棟 

一般選抜の 

受験者のみ 

小 論 文 

10： 00 

 

12： 00 

〃 

社会人及び 

外国人留学生特

別選抜の受験者 

口 述 試 験 
13： 30 

 
〃 全  員 

 

䦅 

䦅 

䦅 



受 験 承 諾 書（ 博 士 後 期 課 程 ）  

 

令和  年  月  日 

 

琉球大学大学院人文社会科学研究科長   殿 

 

 

 

受験者の職名 

氏名 

 

 

 

 

上記の者が， 貴大学院人文社会科学研究科を受験するこ と を承諾し ます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

氏 名                 印 

本人と の関係     

事 業 所 等 名 

現 住 所 

電 話（        ）     



空白ページ 



日 本 語 力 調 査 書 （ 博士後期課程）  
 

志 願 者 氏 名                                    生年月日( 西暦)      年   月   日 
志 願 者 住 所                                             
志願者の母国語                                                                              

 

＊該当する事項の番号を〇印で囲む。  

Ⅰ 聴 解 力 Ⅱ 会 話 力 

１ ． 理解できない。  １ ． 少し も話せない。  

２ ． ゆっく り はっきり 話せば理解できる。  ２ ． 意志の伝達はできる。  

３ ． まあまあ理解できる。  ３ ． ある程度話せる。  

４ ． じ ゅう ぶん理解できる。  ４ ． すらすら話せる。  

Ⅲ 読 解 力 Ⅳ 作   文 

１ ． 全く 理解できない。  １ ． 全く 書けない。  

２ ． やや理解できる。  ２ ． やさ し い文章は書ける。  

３ ． おおよそ理解できる。  ３ ． まと まった文章が書ける。  

４ ． じ ゅう ぶん理解できる。  ４ ． 論理的な文章が書ける。  

 

Ⅴ 所見（ 大学の講義をう ける能力等， 総合的な評価）  

                                    

                                    

                                    

                                    

                                    

以上のと おり 調査報告し ます。  

令和   年   月   日 

調査者勤務先                                       

調 査 者 職 名                                       

調査者氏名（ 自署）                                 印   

注 こ の調査書は， 高等学校又は大学において 日本語を 教授し て いる 者， 政府又は公共団

体の責任ある 職員にあっ て 日本語を 十分理解で き る 者， 若し く は各国在日本大使館員

職員によ る も ので なければなり ません。  
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（ 出願資格個別審査用）  

令和  年  月  日 

 

令和 6 年度 琉球大学大学院人文社会科学研究科［ 博士後期課程］  

入 学 資 格 個 別 審 査 申 請 書 

 

 

琉球大学大学院人文社会科学研究科長  殿 

 

 

私は， 大学院入学資格の個別審査を受けたいので， 申請し ます。  

 

専 攻 比較地域文化専攻 

フ リ ガ ナ 

氏 名 
印   

フ リ ガ ナ 

現 住 所 

〒  － 

 

 

 

 

TEL（     ）   － 

添 付 書 類 

①出願理由書（ 本学所定の用紙）  

②経歴書（ 本学所定の用紙）  

③最終学校の成績証明書 

④最終学校の卒業（ 修了） 証明書又は在籍証明書 

⑤研究業績報告書・ 様式１ （ 本学所定の用紙）  

⑥研究経過報告書・ 様式２ （ 本学所定の用紙）  

⑦返信用封筒［ 長形３ 号， 344 円切手貼付］  
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（ 出願資格個別審査用）  

令和  年  月  日 

 

令和 6 年度 琉球大学大学院人文社会科学研究科［ 博士後期課程］  

出 願 理 由 書 

 

氏 名            

 

琉球大学大学院人文社会科学研究科［ 博士後期課程］    比較地域文化専攻  への出願を

下記理由により 希望し ます。  

記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※出願動機， 入学後の研究計画等についての詳細を記載し てく ださ い。  
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（ 出願資格個別審査用）  

令和  年  月  日 

 

令和 6 年度 琉球大学大学院人文社会科学研究科［ 博士後期課程］  

経  歴  書 

 

氏 名              印 

性 別    男  女        

生 年 月 日 昭和・ 平成  年  月  日 

 

最終学校（ 卒業・ 修了） 年月 

年   月～   年   月 卒業・ 修了 

上記卒業（ 修了） 後の職歴（ 実務経験）， 学習歴及び活動歴がある場合は， 年代順にその内容に

ついても 詳し く 記入し てく ださ い。  

期間（  年 月～ 年 月）  内      容 
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研究業績報告書（ 博士後期課程）                 様式 1（ 出願資格個別審査用） 

氏  名  著書名， 論文名及びその概要を以下にまと めるこ と 。  

著書， 論文等の名称 
単著，  
共著の別 

発行又
は発表
の年月 

発行所， 発表雑 
誌 等 又 は発 表 
学 会 等 の名 称 

概       要 

       

琉球大学大学院人文社会科学研究科



 

著書， 論文等の名称 
単著，  
共著の別 

発行又
は発表
の年月 

発行所， 発表雑 
誌 等 又 は 発 表 
学 会 等 の 名 称 

概       要 

       

琉球大学大学院人文社会科学研究科 



研究経過報告書（ 博士後期課程）                様式 2（ 出願資格個別審査用） 

氏  名  
学校等卒業（ 修了） 後の調査研究状況を以下に詳細

に記入すること 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

琉球大学大学院人文社会科学研究科



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

琉球大学大学院人文社会科学研究科 



 

災害等により 被災し た志願者の検定料の免除について 

  

琉球大学では，文部科学省より 配慮依頼がある災害の被災者の経済的負担を軽減し 受験機会を確

保するため， 以下のと おり 検定料免除の特例措置を実施するこ と と し まし たのでお知ら せし ます。  

 

１ ． 措置内容 

   検定料の免除： 30,000 円 

 

２ ． 免除の対象者及び必要書類 

対 象 者 必 要 書 類 

①  災害救助法が適用さ れている地域の

う ち文部科学省から 配慮依頼がある災

害で被災し た志願者で、 ア・ イ のいず

れかに該当する者 

ア  主た る 家計支持者が

所有する自宅家屋が全壊，

大規模半壊， 半壊， 流失し

た場合 

り 災証明書 

イ  主た る 家計支持者が

死亡，又は行方不明の場合 

死亡又は行方不明を  

証明する 書類 

②  居住地が福島第一原子力発電所事故によ り ， 帰還困難区域， 居住

制限区域及び避難指示解除準備区域に指定さ れた者 
被災証明書 

 

３ ． 申請方法 

本学所定の様式（ 検定料免除申請書） に， り 災証明書等を添えて， 出願書類と と も に同封のう

え提出し てく ださ い。  

なお， 申請する場合は，「 検定料」 を振り 込まないでく ださ い。  

 

４ ． 返還手続 

すでに納付し た「 検定料」 の返還を希望する場合，（「 ８ . の( 4)  留意事項イ ． ③」 参照） は，

本学所定の様式（ 返還金払戻請求書） に， り 災証明書等を添えて， 人文社会学部学務係へ申請し

てく ださ い。  

※返還金払戻請求書の提出期限は， 令和６ 年３ 月２ ９ 日（ 金） です。  

 

５ ． 提出先 

〒903－0213 沖縄県中頭郡西原町字千原１ 番地 

国立大学法人 琉球大学人文社会学部学務係 

電話 ( ０ ９ ８ ) －８ ９ ５ －８ １ ８ ８  
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検定料免除申請書（ 博士後期課程）  

 

令和  年  月  日 

国立大学法人 

琉球大学長 殿 

 

 

（ 請求者）  

受付番号（ 大学側で記入）  

入学者選抜試験の種類 

■大学院入試 

出願研究科 琉球大学大学院 人文社会科学研究科 

出 願 専 攻   比較地域文化 専攻 

 

フ  リ  ガ ナ 

志願者氏名               印 

 

住   所 〒 

 

電   話 

 

災害救助法が適用さ れている地域のう ち文部科学省から 配慮依頼がある災害において， 下記のと おり  

被災し まし たので， り 災証明書等を添付の上， 検定料の免除を申請し ます。  

 

記 

 

被災状況（ 該当箇所にチェ ッ ク し てく ださ い。）  

  

□全壊     □大規模半壊    □半壊    □流出 

□学費負担者死亡又は行方不明 

□福島第一原子力発電所事故による避難区域等 

 

 

 

(記入上の注意) 

こ の検定料免除申請書はコ ピーし て使用し ても かまいません。  
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令和　　　年　　　月　　　日

国立大学法人

琉球大学長 殿

請求者

〒

住　　　所

 フ　 リ　 ガ　 ナ

氏　　　名 印

電話番号

私が令和　　　年　　　月　　　日に納付した検定料 円について，以下の理由により払い戻しを請求します。

１．　誤納

２．　出願辞退　※受験辞退ではなく、出願しなかった方が対象です。

３．　書類不備等による出願書類の不受理

４．　災害等による入学検定料の特例措置に該当

５．　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

次の銀行口座へ振り込んでください。

銀　行 支　店

1 普　通 2 当　座

（口座番号）

預金種別欄は，該当項目番号を○で囲んでください。

[注意]

※ 請求者は志願者本人としてください。

※ 保護者等，請求者以外の口座名義を指定する場合は，続柄も記入してください。

※ ゆうちょ銀行口座へ振り込みを受ける場合は，振込用の店名・店番・預金種目・

口座番号が必要です。振込用の店名・店番・預金種目・口座番号が分からない

場合は口座を開設したゆうちょ銀行へご確認ください。

※ 封筒には「返還金払戻請求書在中」と朱書きしてください。

※ 返還には請求書受理後２～３ヶ月程度かかります。

送付先 〒９０３－０２１３ 沖縄県中頭郡西原町字千原１番地
琉球大学財務部経理課収入･支出係
ＴＥＬ：０９８－８９５－８０５８

（　店　番　）

－

返還金払戻請求書（博士後期課程）

フリガナ
保護者名義の
場合の続柄

口座名義

  取扱金融機関収納印が押印された

 検定料納付証明書（大学用）
  を この枠内に貼り付けのうえ、ご提出
  ください。

  ※払戻理由のうち、４．災害等による入
学検定料の特例措置に該当を選択され
た場合は貼り付け不要です。

  ※各金融機関備付の振込依頼書で振
り込んだ場合は、受領書を同封くださ
い。

取引金融機関名

本・支店名

預金種別

口座番号
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振込上の注意

○　 「 検定料振込書」 の※印欄を 黒のボールペン （ 消えるボールペンは不可） で正確に記入し てく ださ い。

《 依頼日， 入学志願者氏名（ フ リ ガナ） ， 住所， 電話番号， 振込先（ 枠内に○印） 》

○　 必ず金融機関（ 銀行等） の窓口で振り 込み， Ａ Ｔ Ｍ（ 現金自動預払機） は使用し ないでく ださ い。

○　 振込手数料については， 志願者本人負担と なり ます。

○　 金融機関窓口から 「 検定料納付証明書（ 大学用） 」 を 受け取る際は， 取扱金融機関収納印が押印さ れているか確認し てく ださ い。

○　 「 検定料納付証明書（ 大学用） 」 は出願書類に同封し て提出し てく ださ い。

○　 以下の「 検定料振込書」 が使用でき ない場合は， 各金融機関に備え付けの「 振込依頼書」 で振り 込んでく ださ い。 その後， 振込依頼書の控え（ 写し 可） 及び

    氏名を 記入し た「 検定料納付証明書（ 大学用） 」 の原本を出願書類に同封し て提出し てく ださ い。 振り 込みの際は， 振込人氏名（ 志願者本人） の前に必ず

　 　 募集区分（ 711） を 付し てく ださ い。

円

\ 3 0 0 0 0
円

上記のと おり 領収し まし た。

（ 電話番号）

【 納入期間】

（ 取扱店→振込人→大学） （ 取扱店→振込人） （  取 扱 店 用 ）

（ 振込前に志願者で切離し ）

★出願書類に同封し て提出く ださ い。

※依頼日

（

振
込
時
金
融
機
関
で
切
離
し
）

0563358 沖縄海邦銀行真栄原支店（ 普通）

令和６ 年度　 琉球大学　 検定料
人文社会科学研究科（ 博士後期課程）

428711琉球銀行宜野湾支店（ 普通）

※
依
頼
人

　
（

志
願
者
）

( フ リ ガナ)

※
依
頼
人

(

志
願
者

)

氏 名

（

大
学
提
出
時
に
切
離
し
） 氏　 名

受取人
口座名

( フ リ ガナ)

みずほ銀行那覇支店（ 普通） 1478859

※
振
込
先

○
太
枠
内
を
打
電
し
て
く
だ
さ
い
。

○
募
集
区
分
、

フ
リ
ガ
ナ
の
順
に
打
電
し
て
く
だ
さ
い
。

　 　 国立大学法人 琉球大学

国立大学法人 琉球大学

1540366

電信扱

※募集
　 区分 711

1540366

振 込 依 頼 書

振込
指定

※ 依 頼 日

勘 定 科 目

※
振
込
先

沖縄海邦銀行真栄原支店（ 普通）

1478859

検    定    料    振    込    書

現
金

\30, 000－

0

      年     月     日

\

0563358

0 0金額 0

　 人文社会科学研究科（ 博士後期課程）

内
訳

3

711

　 　 ｺｸﾘﾂﾀﾞ ｲｶﾞ ｸﾎｳｼﾞ ﾝ  ﾘﾕｳｷﾕｳﾀﾞ ｲｶﾞ ｸ

い

ず

れ
か

の

銀

行

に

○
を

す

る

※人文社会科学研究科　 博士後期課程

金額

琉球銀行宜野湾支店（ 普通）

沖縄銀行我如古支店（ 普通）
※
振
込
先

い

ず

れ
か

の

銀

行

に

○
を

す

る

      年     月     日

手 数 料

琉球銀行宜野湾支店（ 普通）

沖縄銀行我如古支店（ 普通） 1540366

428711

みずほ銀行那覇支店（ 普通）

※ 氏 名

※
ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ

令和６ 年度　 琉球大学　 検定料
人文社会科学研究科（ 博士後期課程）

い

ず

れ
か

の

銀

行

に

○
を

す

る

取
扱
店
へ
の
お
願
い

※募集
　 区分

みずほ銀行那覇支店（ 普通）

※（ 住所）

令和６ 年１ 月５ 日（ 金） から
令和６ 年１ 月１ ９ 日（ 金） まで

　 令和６ 年度　 琉球大学　 検定料

年     月     日

備
考

振 込 金 額

※
依
　
頼
　
人

　
（

志
 
願
 
者
）

受
取
人

口
座
名

0563358

沖縄銀行我如古支店（ 普通）

1478859

検定料納付証明書 （ 大学用）

428711

※ 依頼日

沖縄海邦銀行真栄原支店（ 普通）

手 数 料振 込 金 （ 兼 手 数 料 ） 領 収 書

取扱金融

機関

収納印

電信扱

取扱金融

機関

収納印

取扱金融

機関

収納印
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（注）この整理票は，シール式（太枠部分）になっているので，はがれないように取り扱うこと。

楷書で枠からはみ出さないように記入してください。

宛 名 票
下記の宛名票は，合格通知及び入学手続きに関する書類を送付する際に使用するものです。

枠からはみ出さないように書送付先の郵便番号，住所，氏名を正しく記入してください。

（アパート・団地の棟番号，戸番や下宿先の○○方なども必ず記入すること。）

受験票送付先 合格通知書送付先

〒　　　　　－　 〒　　　　　－　

様　 様　

（※　　　　　　　　　　　　） （※　　　　　　　　　　　　）

入学手続通知送付先

〒　　　　　－　 ※印欄は記入し ないこ と 。

様　

（※　　　　　　　　　　　　）

※

志願者整理票　【博士後期課程】

受験番号 氏名
（左半分に姓、右半分に名、

下にフリガナをつけること）

出身学校の名称
（下にフリガナをつけること）

性別
出身学校が所
在する都道府
県又は国名
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Ｔ Ｅ Ｌ 　 098－895－8188
Ｆ Ａ Ｘ 　 098－895－8187

〒903-0213  沖縄県中頭郡西原町字千原１ 番地

文系総合研究棟



■ 空港から 琉球大学

＜路線バス＞（ 各 20 ～ 40 分に 1 本程度／所要時間： 97 番→約 60 分　 98 番→約 50 分）

■ バスタ ーミ ナルから 琉球大学

【 琉大東・ 北口方面  97番線】 【 琉大北口方面  98番線】

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

琉
大
東
口

文
系
総
合
研
究
棟

バス

（国際通り（牧志）－儀保（首里）－琉大附属病院  経由）

徒歩

5分

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

琉
大
北
口

文
系
総
合
研
究
棟

バス

（国際通り（牧志）－真栄原－沖国大前  経由）

徒歩

15分

■ 空港から 琉球大学

＜モノ レールと タ ク シーで＞

＜高速バスで＞（ 1 時間に 1、 2 本程度）
111 番線（琉球バス・沖縄バス・那覇バス・東陽バスの 4 社が交互運転）
113 番線、123 番線（琉球バス）

タクシータクシーモノレール

試験場近くの通用門は
宜野湾口（南口）または

中城口（東口）です

那
覇
空
港
国

内
線
旅
客
タ

ー
ミ
ナ
ル
前

琉
大
入
口

バ
ス
停

琉
球
大
学

北
口

文
系
総
合

研
究
棟

那
覇
空
港

て
だ
こ

浦
西
駅

琉
球
大
学

文
系
総
合

研
究
棟約40分 約20分

徒歩 徒歩バス

40～50分 5分 15分

琉球大学（ 千原キャ ンパス）
試験会場案内図


